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天
界
第
八
號
附
録
（
法
燈
惚
算
琵
羽
書
悌
準
號
管
物
認
可
）

天

文
、

語

（
か
の
部
）

旦憶

断
考
恒
治
（
篇
）

か
き
う
ゆ
う
せ
い
下
級
遊
星
（
囲
葺
①
ユ
。
触
空
讐
。
諾
）
o
　
地
球

よ
血
竜
太
陽
に
近
一
運
行
す
る
遊
星
を
云
ぷ
。
即
ち
金
星

　
水
星
は
之
れ
で
あ
る
。

か
く
角
（
〉
ご
σ
q
げ
）
○
「
二
つ
の
方
角
の
違
を
云
ム
言
葉
、
例
へ

　
ば
互
に
相
反
す
る
方
角
は
其
角
度
百
八
十
度
と
す
。
其
牛

　
が
九
十
度
即
ち
直
角
。
之
を
九
十
に
分
つ
た
も
の
を
噌
農

　
と
し
、
更
に
上
れ
を
六
十
に
分
つ
だ
も
の
を
一
分
と
し
、

　
更
に
一
分
を
六
十
に
分
つ
だ
毛
の
を
秒
と
す
。
天
体
の
見

　
掛
け
の
距
離
に
は
非
常
に
少
さ
な
も
の
が
あ
っ
て
一
秒
の

十
分
の
一
叉
は
古
園
の
一
を
論
ず
る
虫
合
が
多
い
。

か
く
核
（
Z
q
o
一
Φ
置
ω
）
o
彗
星
や
星
雲
の
様
に
面
積
を
持
つ
た
天

　
体
の
中
央
濃
厚
部
を
其
核
と
云
ふ
。
（
夫
々
の
條
を
見
よ
）

か
く
そ
《
り
よ
う
角
測
量
（
雪
σ
q
岳
良
日
窪
鐙
諾
田
①
葺
）
o
大

　
き
な
角
は
順
序
†
環
や
璽
直
環
や
⊥
登
分
．
鋭
俄
等
の
由
度
盛
環
に
由
円

　
つ
て
測
る
。
小
さ
な
角
は
赤
道
儀
や
天
頂
儀
等
の
如
く
多

　
く
測
微
器
で
測
る
G
（
夫
々
の
條
を
見
よ
）

か
ご
う
下
合
ハ
ぎ
浄
瓜
。
吋
O
。
蕊
§
。
蔵
○
鵠
）
Q
　
下
級
遊
星
が
其

　
運
行
中
に
太
陽
と
亀
珠
と
の
問
に
憲
、
た
塩
合
を
云
ぷ
○
此

　
時
都
合
が
好
い
と
太
陽
面
の
縄
過
が
見
免
る
○

均
シ
窟
ベ
ア
座
（
O
霧
臨
○
℃
Φ
賦
）
○
北
天
の
ト
レ
ミ
ー
星
座
天

　
の
河
の
中
に
あ
っ
て
、
北
極
に
料
し
て
は
北
斗
七
星
と
丁

　
度
反
封
の
側
に
な
っ
て
ゐ
右
。
毎
年
十
二
月
夕
天
頂
に
近

　
い
〇
二
等
乃
至
三
等
の
星
が
．
モ
箇
列
っ
て
W
型
を
な
し
て

　
居
る
か
ら
一
名
W
星
座
と
竜
云
ぷ
。
ア
星
は
赤
色
の
不
規

　
則
攣
光
星
で
あ
る
○

・
か
霞
馨
ざ
脳
棋
魚
座
（
⇔
p
叶
助
山
。
）
○
　
バ
イ
エ
ル
の
星
回
隅
（
一
⊥
ハ
・
〇

　
三
年
）
に
始
め
て
現
は
れ
た
星
座
で
オ
リ
オ
ン
座
の
遙
か

　
南
方
に
あ
る
。
毎
年
一
月
夕
南
中
す
る
の
で
あ
る
が
餓
り

　
低
く
門
．
♂
て
我
幽
か
ら
法
皇
な
い
。

ヵ
ス
ト
ル
（
O
鋤
馨
。
「
）
o
双
子
座
の
ア
星
。
赤
経
七
時
二
十
八

　
分
，
赤
舞
北
三
十
二
度
六
分
、
有
名
な
連
星
で
二
等
と
三

　
等
の
圧
が
五
秒
の
痙
離
に
あ
る
○
和
互
廻
鴨
．
週
期
…
千
年

　
近
頃
の
研
究
に
由
れ
ば
此
の
二
野
は
各
々
叉
更
に
分
光
器
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的
連
星
で
あ
る
と
知
れ
た
Q
毎
年
三
且
夕
天
頂
に
達
す
る

か
せ
い
火
星
（
ζ
麟
議
）
○
大
遊
星
の
一
つ
。
支
那
で
は
榮
惑
と

　
云
ふ
も
地
球
の
外
側
を
運
行
す
る
遊
星
で
太
陽
よ
う
の
李

　
均
距
離
一
、
五
二
（
天
文
軍
器
）
公
轄
週
期
一
年
三
二
二
日

　
離
心
率
の
大
き
な
（
○
、
〇
九
三
）
稽
圓
軌
道
で
黄
道
面
か

ら
の
傾
斜
一
度
五
一
分
あ
う
。
火
星
の
直
経
は
僅
か
地
球

　
の
孕
で
質
量
は
其
九
分
の
一
、
從
っ
て
李
均
密
度
も
水
の

　
四
倍
弱
で
あ
る
○
自
誓
遇
期
二
四
時
三
七
分
、
表
面
に
は

　
幾
分
の
零
園
氣
（
主
に
塞
氣
や
水
蒸
氣
や
炭
酸
琵
斯
）
等
が

あ
る
○
望
遠
鏡
で
眺
あ
る
と
南
北
爾
極
に
近
く
白
色
の
面

　
積
が
あ
る
が
其
他
は
一
体
に
赤
掲
色
で
あ
っ
て
其
上
に
暗

　
緑
色
の
斑
点
や
線
條
が
見
え
る
。
此
線
條
は
一
八
七
七
年

　
ス
キ
ヤ
．
ハ
レ
ヲ
の
賛
出
し
だ
も
の
で
蓮
河
と
名
附
け
ら
れ

　
る
Q
其
後
ロ
ー
エ
ル
、
ピ
ッ
ケ
ソ
ン
グ
等
惚
々
此
種
の
登

　
見
を
し
π
o
今
日
で
は
諸
大
家
の
登
表
し
力
火
星
圓
が
澤

　
山
あ
る
〇
十
五
年
毎
に
我
地
球
に
非
常
に
近
づ
く
（
最
近

　
限
度
一
千
萬
里
）
o
多
く
の
諸
天
体
中
で
は
事
情
の
最
も
よ

く
知
れ
た
星
で
あ
る
。

　
火
星
は
二
箇
の
衛
生
を
有
っ
て
み
る
〇
一
八
七
七
年
八
月

　
米
國
ワ
シ
ン
ト
ブ
天
丈
台
の
二
六
婦
で
ホ
置
ア
（
¢
ρ
ε
，
敏

　
授
が
発
見
し
た
0
光
度
＝
二
等
名
を
フ
ォ
ボ
ズ
（
℃
『
o
げ
。
。
・
）

　
及
び
ダ
イ
モ
ス
（
u
。
酵
○
ω
）
と
云
ぷ
。
フ
ォ
ボ
ス
は
火
星

　
の
轄
自
よ
ら
も
早
い
速
度
で
公
思
し
て
居
る
。

二
子
グ
レ
イ
ン
式
反
射
望
蓮
鏡
（
○
器
驚
σ
q
二
言
貯
5
カ
①
守
簿

　
自
）
o
佛
國
人
戸
セ
グ
レ
イ
ン
氏
が
エ
ハ
七
二
年
に
褒
明

　
し
た
反
射
望
遠
鏡
で
大
雪
鏡
と
小
骨
鏡
と
で
光
を
集
め
る

　
此
式
は
観
測
上
の
便
宣
が
多
い
た
め
現
在
多
く
の
天
文
台

　
て
探
用
さ
れ
て
る
る
。
例
へ
ば
ゲ
イ
ク
ト
リ
ァ
の
七
二
吋

　
メ
ル
ボ
レ
ン
の
四
八
吋
語
意
で
あ
る
。

掬
ッ
シ
ニ
（
ρ
b
・
0
9
。
・
・
肋
ぎ
一
）
O
　
佛
國
の
天
文
尋
者
O
始
め
イ

　
タ
リ
イ
に
生
れ
、
ボ
ロ
ニ
ア
大
學
湿
熱
と
な
う
、
一
六
六

　
六
年
頃
火
星
や
木
星
の
自
慢
を
槻
測
へ
し
て
名
を
鮒
挙
げ
カ
｛
〇

　
一
六
六
九
年
出
塁
バ
リ
天
文
台
に
招
か
れ
、
遽
「
に
蹄
化
し

　
て
終
生
其
贋
に
居
た
。
．
パ
リ
で
土
星
の
衛
星
四
つ
と
輪
の

　
分
隙
を
登
蓋
し
ヵ
○
理
論
上
の
著
書
も
多
い
（
一
日
こ
莇
磁
）

ヵ
ツ
シ
昌
（
｝
・
O
霧
防
囲
艮
）
o
前
．
項
の
ヵ
ツ
シ
ュ
の
子
で
、
同

　
じ
く
．
ハ
リ
天
交
台
の
圭
長
で
あ
．
つ
カ
〇
一
七
；
輩
に
は

　
ダ
ン
キ
ル
ク
と
ペ
ジ
ナ
ン
間
の
子
午
線
の
長
さ
を
測
定
し

　
た
。
彼
れ
は
7
ラ
ム
ス
チ
ー
ド
、
ハ
リ
イ
．
ニ
ウ
ト
ン
等
と

　
相
知
で
一
六
九
六
年
に
は
英
囲
王
立
學
會
員
に
推
さ
れ
π
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（
｝
燃
砒
荒
甦
）
其
子
ヵ
ツ
シ
ニ
（
○
男
O
即
ω
む
＠
一
昌
一
）
b
孫
ヵ
ヅ
シ

　
ス
臼
・
U
・
○
霧
獣
巳
）
は
同
じ
く
．
パ
リ
天
丈
台
長
と
な
つ
だ

か
に
ざ
蟹
座
（
O
雲
ω
角
）
o
黄
道
十
二
星
座
の
一
で
双
子
座
と

　
獅
子
座
と
の
問
に
あ
る
。
毎
年
八
月
始
め
太
陽
が
此
庭
を

　
通
過
す
る
。
今
よ
り
二
千
年
前
夏
至
点
が
此
星
座
に
あ
っ

　
カ
。
此
星
座
は
四
等
星
が
五
つ
あ
る
の
み
で
他
は
皆
微
星

　
で
あ
る
。
ガ
星
と
デ
星
と
の
間
に
プ
レ
セ
ペ
（
℃
疑
窃
。
℃
⑦

　
叉
は
ζ
・
瞳
）
と
云
ふ
大
星
團
が
あ
っ
て
肉
眼
で
も
よ
く
見

　
乏
る
0

か
に
せ
い
う
ん
蟹
瓦
雲
（
O
民
幾
び
　
累
西
び
q
一
国
）
o
M
第
一
番
の
別

　
名
で
牡
牛
県
側
星
の
北
面
一
度
の
所
に
あ
る
。
形
が
蟹
に

　
似
て
居
る
に
よ
り
此
の
名
が
あ
る
o
N
．
G
．
℃
一
九
五
二
番

ガ
．
昌
魯
き
面
・
野
（
O
卑
嵩
蜜
昌
①
衡
O
）
Q
　
木
臼
生
の
焼
弟
一
二
脇
遊
動
出
で
一
山
ハ
一

　
〇
年
カ
リ
レ
オ
風
見
、
質
量
ば
木
星
の
一
萬
二
千
分
の
一

　
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
木
星
の
話
衛
星
中
最
大
で
あ
る
。

　
週
期
は
七
日
三
時
四
十
三
分
で
あ
る
。

カ
㎝
ノ
ー
．
ヲ
ス
（
○
㊤
昌
。
喝
賃
の
）
o
ア
ル
ゴ
座
ア
鼠
出
○
赤
経
六
時
二

二
分
、
赤
緯
南
五
二
度
三
八
分
。
分
光
型
F
o
黒
星
は
シ
リ

ウ
ス
に
次
ぐ
大
光
輝
の
星
で
負
0
、
九
等
で
あ
る
○
距
離
は
大

約
五
百
光
年
、
我
太
陽
に
比
ぶ
れ
ば
直
経
百
三
十
倍
、
光
量

　
五
萬
倍
で
、
ウ
ラ
ル
キ
ー
氏
（
類
書
犀
曙
）
は
此
身
が
我
宇

　
宙
の
中
心
体
で
あ
る
と
の
論
を
出
し
た
事
が
あ
る
。

　
勝
星
は
毎
年
二
月
頃
南
中
す
る
の
で
あ
る
が
何
分
に
も
南

　
緯
が
高
い
た
め
見
え
に
く
い
○
支
那
で
は
此
星
を
壽
考
入

　
と
し
て
崇
拝
し
之
が
見
え
れ
ば
幸
稀
だ
と
信
じ
た
○

カ
ー
フ
・
ダ
イ
ン
（
旨
O
．
内
笛
℃
常
同
コ
）
○
　
蘭
國
［
グ
ロ
ー
ニ
ソ
ゲ

　
ン
大
學
昏
昏
。
星
辰
統
計
學
に
於
て
現
時
有
歎
の
學
者
で

　
あ
る
。
先
に
ジ
ル
氏
（
P
Φ
5
）
が
南
阿
喜
望
峰
天
文
毫
で

　
撮
影
し
た
多
く
の
寓
眞
板
を
整
理
し
て
喜
望
峰
寓
眞
光
度

　
表
（
○
巷
。
写
0
8
興
巷
昏
p
駁
・
・
8
奥
耳
巷
内
）
を
螢
表

　
し
た
○
叉
一
九
〇
四
年
に
は
恒
星
個
有
蓮
動
研
究
の
結
果

　
二
大
星
流
説
（
↓
類
O
ω
叶
費
ω
ぐ
。
卑
ヨ
。
・
）
を
登
表
し
て
世
を

　
驚
か
し
た
。

カ
ベ
ン
デ
イ
ツ
シ
ユ
法
（
0
9
＜
窪
巳
ω
ゴ
乞
俳
げ
。
亀
）
o
地
球
の
引

力
を
計
る
だ
め
ヵ
ベ
ン
デ
イ
ツ
シ
ユ
（
一
ヒ
三
「
生
鱒
八
一
〇
死
）
の
登
明

　
し
た
方
注
で
あ
っ
て
振
ウ
秤
の
重
り
の
傍
に
鉛
球
を
置
い

　
て
其
の
引
力
を
計
う
之
を
垂
球
の
引
力
と
比
較
す
る
の
で

　
あ
る
。
ブ
ベ
ン
ヂ
イ
ツ
シ
ユ
は
此
方
法
に
由
う
地
球
の
李

　
均
密
度
五
・
四
五
を
得
た
。

カ
ペ
ラ
）
O
麟
℃
．
＝
塑
V
o
　
叡
者
痙
の
ア
星
。
赤
経
玉
響
九
分
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赤
緯
北
四
五
度
五
四
分
、
光
度
○
・
二
、
分
光
型
G
で
我
太

　
陽
と
同
・
型
で
あ
る
。
此
身
は
有
名
な
舜
露
呈
星
（
週
期
百

　
四
日
）
で
あ
る
が
、
一
九
二
〇
年
限
米
國
の
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン

　
豆
男
（
鋭
〉
・
寓
オ
富
『
9
）
は
干
渉
法
に
由
っ
て
現
観
爾

　
に
此
連
星
の
距
離
を
計
つ
だ
。

か
み
の
け
ざ
髪
座
（
O
o
日
㊤
b
d
袋
①
巳
9
。
・
）
○
　
詳
し
く
云
へ
ば

　
ベ
レ
ニ
ス
の
髪
。
一
六
一
〇
年
プ
ヒ
ョ
ー
の
登
明
し
た
星

　
座
で
獅
子
座
と
牧
天
座
と
の
間
に
あ
る
・
毎
年
五
六
月
夕

　
天
頂
に
來
る
Q
此
星
座
は
四
等
星
が
二
つ
あ
る
の
み
他
は

　
斗
星
然
し
此
の
遽
に
星
雲
が
非
常
に
多
い
。

か
ら
す
ざ
烏
座
（
O
。
箋
蕩
（
o
　
南
天
の
ト
レ
ミ
ー
星
座
で
乙

　
女
座
の
南
西
に
あ
ウ
、
毎
年
五
月
夕
南
中
す
る
。
べ
、
エ
、

　
ガ
、
デ
の
四
星
が
形
よ
く
並
ん
で
春
の
天
を
飾
る
○

カ
リ
ス
密
（
○
巴
房
8
）
木
星
の
第
四
衛
星
で
一
六
一
〇
年
ガ

　
リ
レ
ヲ
駿
見
す
。
光
度
六
等
。
週
期
一
六
臼
一
六
時
三
二

　
分
。

ガ
リ
レ
六
〇
三
岳
o
O
落
球
ユ
）
Q
　
イ
タ
リ
イ
の
物
理
學
者
及

　
天
文
學
者
〇
十
九
歳
の
時
既
に
振
子
の
等
時
性
を
登
見
、
一

　
五
八
八
年
か
ら
三
年
間
ピ
サ
大
嘗
講
師
と
な
つ
カ
・
其
後

　
メ
ド
ア
大
學
伊
州
と
な
う
、
一
六
〇
九
年
始
め
て
望
遠
鏡

　
を
作
っ
て
、
木
星
の
衛
星
月
の
表
面
、
金
星
の
盈
虚
太
陽

　
の
黒
点
等
を
磯
見
し
π
〇
一
六
一
〇
年
以
後
、
フ
イ
レ
ソ

　
ツ
エ
候
に
招
か
れ
其
の
保
．
護
の
下
に
居
た
、
彼
は
熱
心
な

　
地
動
設
の
主
張
者
で
」
た
め
に
度
々
法
庭
に
引
き
出
さ
れ

　
敏
椹
か
ら
學
説
の
墾
改
を
迫
ら
れ
た
が
鷹
ぜ
ず
途
に
老
齢

　
を
以
っ
て
投
獄
せ
ら
る
・
に
且
つ
カ
。
晩
年
は
フ
イ
レ
ン

・
毒
ア
墨
・
り
（
富
3
に
退
陰
・
（
譲
㍊
）

勃
勘
》
轟
ー
ム
（
O
巴
。
貯
8
）
○
化
學
原
素
の
一
つ
で
、
原
子

　
里
長
〇
・
一
、
太
陽
を
始
め
多
く
の
恒
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
中

　
に
輝
線
或
は
吸
牧
羊
と
し
て
現
は
れ
る
○
特
に
フ
ラ
ウ
ン

　
ホ
ー
プ
エ
ル
線
の
H
（
波
長
三
九
六
八
．
象
）
及
び
K
（
波
長
三
九
三

　
三
．
八
）
は
著
し
い
カ
ル
シ
ユ
ー
ム
線
で
あ
る
○

露
ル
レ
G
●
ρ
終
幕
）
。
丁
重
ブ
レ
ス
・
ウ
天
女
台
長
。
始

　
め
ベ
ル
リ
ン
錯
交
．
霊
に
居
た
時
一
八
四
六
年
九
月
ル
ベ
リ

　
エ
の
論
文
を
見
て
始
め
て
海
王
星
を
現
観
的
に
登
見
し
た

　
一
八
九
四
年
に
は
彗
星
目
録
を
磯
表
し
た
〇
二
砒
　
研
讐

か
ん
じ
ゃ
う
せ
い
う
ん
環
駄
星
雲
3
螢
三
5
聴
宏
昏
三
蟄
）
○
琴

　
座
べ
星
の
東
南
に
あ
る
星
雲
て
謂
は
娑
游
…
星
歌
星
雲
の
一

　
種
で
あ
る
が
外
縁
郡
の
み
が
特
に
輝
い
て
み
る
の
で
環
状

　
に
見
え
る
O
北
ハ
直
経
九
〇
秒
、
中
央
に
一
三
等
星
が
あ
る


